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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
シ
ャ
ー
マ
ン
キ
ン
グ
と
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
　
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
そ
れ
は
学
校
の
春
休
み
が
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
あ
る
日
。

「
あ
ー
!
疲
れ
た
ー
!
や
っ
と
帰
れ
る
!
」

　
疲
れ
た
体
に
鞭
を
う
っ
て
穂
乃
果
は
、
な
ん
と
か
歩
き
だ
す
。
先
程
幼
馴
染
み
の
二
人
と
別
れ
、
現

在
帰
宅
途
中
な
の
で
あ
る
。

「
う
、
海
未
ち
ゃ
ん
・
・
・
あ
ん
な
に
怒
ら
な
く
て
も
い
い
の
に
・
・
・
・
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
穂
乃
果
は
先
程
の
事
を
思
い
出
す
。

　　『
ダ
メ
で
す
!
何
度
言
え
ば
分
か
る
ん
で
す
!
』

『
だ
っ
て
ー
!
終
業
式
が
終
っ
て
か
ら
生
徒
会
の
仕
事
が
忙
し
く
て
全
然
勉
強
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
も

ん
!
』

『
言
い
訳
し
な
い
で
く
だ
さ
い
!
私
も
こ
と
り
も
同
じ
生
徒
会
な
の
に
ち
ゃ
ん
と
宿
題
を
終
ら
せ
て
い

る
の
で
す
よ
!
何
故
、
あ
な
た
は
い
つ
も
宿
題
を
早
め
に
や
ら
な
い
の
で
す
か
!?
』

『
生
徒
会
長
だ
か
ら
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
分
か
ん
な
い
も
の
は
分
か
ん
な
い
ん
だ
も
ん
!
海
未
ち
ゃ
ん

1



が
写
さ
せ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
済
む
話
で
し
ょ
!
』

『
穂
乃
果
、
あ
な
た
は
生
徒
会
長
な
の
で
す
よ
!
生
徒
会
長
で
あ
る
あ
な
た
が
宿
題
の
一
つ
も
提
出
で

き
な
く
て
ど
う
す
る
の
で
す
か
!
』

　　　　
そ
し
て
現
在
。

「
も
う
、
海
未
ち
ゃ
ん
は
鬼
だ
よ
!
鬼
!
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と
こ
の
場
に
い
な
い
幼
馴
染
み
の
悪
口
を
言
い
始
め
る
少
女
。

「
あ
っ
!?
」

　
し
ば
ら
く
す
る
と
穂
乃
果
は
あ
る
場
所
に
通
り
か
か
る
。
そ
こ
は
幼
い
頃
、
海
未
と
こ
と
り
と
一
緒

に
遊
ん
だ
公
園
。

　「
懐
か
し
い
な
・
・
・
・
。
そ
う
い
え
ば
昔
、
よ
く
三
人
で
一
緒
に
遊
ん
だ
っ
け
・
・
・
・
」

　　
子
供
の
頃
遊
ん
だ
公
園
を
見
て
、
穂
乃
果
は
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
す
る
と
突
然
声
が
聞
こ
え

た
。

2  プロローグ



「
星
が
綺
麗
だ
な
・
・
・
・
・
・
」

「
え
っ
?
星
・
・
・
・
?
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
穂
乃
果
は
空
を
見
上
げ
る
。

「
わ
あ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
、
本
当
だ
!
・
・
・
・
・
っ
て
誰
!?
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
慌
て
て
視
線
を
公
園
に
戻
す
。
す
る
と
公
園
に
は
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
足
に
木
製

の
便
所
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
青
年
が
ブ
ラ
ン
コ
に
座
っ
て
い
た
。

「
お
前
も
星
を
見
に
来
た
ん
だ
ろ
う
?
」

　
そ
う
言
う
と
青
年
は
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
立
ち
上
が
る
。

「
こ
っ
ち
に
来
い
よ
!
み
ん
な
で
見
よ
う
ぜ
!
」

「
い
、
い
い
よ
・
・
・
も
う
遅
い
し
・
・
・
・
。
そ
れ
に
君
、
文
法
間
違
っ
て
な
い
?
二
人
じ
ゃ
、『
み

ん
な
』
と
は
言
わ
な
い
よ
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
穂
乃
果
は
ク
ス
ク
ス
と
笑
い
出
す
。

　　　「
い
い
や
、『
み
ん
な
』
さ
。」

「
え
っ
?
」

3



　
青
年
は
嬉
し
そ
う
に
親
指
で
後
ろ
を
指
す
。

「
こ
の
・
・
・
・
・
・
公
園
の
・
・
・
・
」

「
!!!!
」

　　　　　
青
年
の
言
葉
を
合
図
に
沢
山
の
霊
が
そ
の
姿
を
現
す
。

「
あ
・
・
・
あ
・
・
・
・
・
・
・
あ
・
・
・
・
」

　
そ
の
光
景
に
穂
乃
果
は
言
葉
を
失
う
。
青
年
は
そ
ん
な
穂
乃
果
を
尻
目
に
霊
た
ち
と
戯
れ
始
め
る
。

「
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
!!!
」

　
あ
り
え
な
い
物
を
目
撃
し
、
少
女
は
大
き
な
悲
鳴
を
あ
げ
る
。

4  プロローグ



第
一
廻
：
幽
霊
と
青
年

　　
次
の
日
、
学
校
の
教
室
。

「『「『「『「『
幽
霊
!?
』」』」』」』」

　
穂
乃
果
は
昨
日
見
た
こ
と
を
幼
馴
染
み
二
人
に
話
し
た
。

「
何
を
言
っ
て
る
ん
で
す
か
・
・
・
・
?
」

「
だ
か
ら
見
た
ん
だ
よ
!
昨
日
、
公
園
で
!!!
」

　
穂
乃
果
の
話
し
を
海
未
は
信
じ
ら
れ
ず
呆
れ
た
表
情
で
彼
女
を
見
つ
め
る
。

「
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
・
・
・
・
少
し
休
ん
だ
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
・
・
・
・
・
」

「
こ
と
り
ち
ゃ
ん
ま
で
そ
う
い
う
事
言
う
の
!?
二
人
と
も
、
何
で
信
じ
て
く
れ
な
い
の
ー
!?
」

「
あ
な
た
は
無
理
し
す
ぎ
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
幽
霊
み
た
い
な
非
科
学
的
な
物
ま
で
見
る
ん
で
す

よ
。」

　
当
然
の
反
応
だ
ろ
う
。
普
通
に
考
え
れ
ば
幽
霊
な
ん
て
誰
も
信
じ
な
い
。
テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
幽
霊
は
ほ
ぼ
見
間
違
え
か
番
組
の
や
ら
せ
だ
し
、
写
真
に
至
っ
て
は
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
超
常

現
象
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
!
私
だ
っ
て
嘘
だ
と
思
っ
た
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
頬
っ
ぺ
た
を
つ
ね
っ
て
確
認
し

5



た
ん
だ
か
ら
!
」

　
可
愛
ら
し
く
頬
を
膨
ら
ま
せ
て
怒
る
穂
乃
果
。
す
る
と
　

　
ザ
ワ
ザ
ワ

　
突
然
教
室
の
外
が
騒
が
し
く
な
る
。
振
り
向
く
と
廊
下
を
二
人
の
人
物
が
歩
い
て
い
る
。
一
人
は

こ
と
り
の
母
で
こ
の
音
ノ
木
坂
学
院
の
理
事
長
。
　
そ
し
て
も
う
一
人
は
・
・
・
・
・

「
あ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
!!!!
」

　
パ
チ
ン

「
う
る
さ
い
!!
」

　
大
声
を
出
し
な
が
ら
叫
ぶ
穂
乃
果
に
海
未
は
ツ
ッ
コ
ム
。
そ
ん
な
二
人
の
光
景
を
青
年
は
横
目
で

見
な
が
ら
、
理
事
長
�
の
後
を
歩
く
。

　　　　　　　

6  第一廻：幽霊と青年



　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
二
人
は
理
事
長
室
に
入
っ
て
い
く
。
そ
し
て
理
事
長
の
扉
に
そ
っ
と

耳
を
寄
せ
る
穂
乃
果
。

「
あ
の
子
だ
よ
。」

「
え
っ
?
」

「
昨
日
の
幽
霊
青
年
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
中
の
会
話
に
聞
き
耳
を
立
て
る
穂
乃
果
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
・
・
・
本
当
に
大
丈
夫
?
」

　
穂
乃
果
の
言
葉
に
海
未
は
哀
れ
み
の
視
線
を
向
け
、
こ
と
り
は
心
配
そ
う
に
彼
女
を
見
る
。

「
な
っ
!?
」

　
彼
女
た
ち
の
言
葉
に
穂
乃
果
の
機
嫌
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
。

　　　　　　　
ギ
イ
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し
ば
ら
く
す
る
と
理
事
長
の
扉
が
開
き
、

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
理
事
長
と
青
年
が
そ
の
姿
を
現
す
。
そ
し
て
穂
乃
果
は
思
わ
ず
後
ろ
か
ら

「
ね
ぇ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
ね
え
!
」

「
???
」

　
青
年
は
振
り
向
き
、
穂
乃
果
に
視
線
を
移
す
。

「
昨
日
、
公
園
で
あ
っ
た
よ
ね
?
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
幽
霊
と
一
緒
だ
っ
た
よ
ね
?
」

　
穂
乃
果
は
僅
か
な
希
望
を
胸
に
真
剣
な
表
情
で
青
年
を
見
つ
め
る
。
昨
日
の
出
来
事
が
ま
や
か
し

で
な
い
な
ら
、
彼
は
自
分
の
事
を
知
っ
て
い
る
は
ず
。
海
未
と
こ
と
り
も
静
か
に
青
年
の
返
答
を
待
っ

た
。
す
る
と
青
年
は
静
か
に
口
を
開
く
。

　　　

8  第一廻：幽霊と青年



　　　　　　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
て
い
う
か
お
前
誰
?
」

　
ガ
ー
ン

「
な
っ
!?
」

9



第
二
廻
：
尾
行
す
る
少
女
た
ち

　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
青
年
の
言
葉
を
聞
き
、
膝
か
ら
崩
れ
落
ち
る
少
女
。

「
穂
乃
果
・
・
・
・
・
・
」

「
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

　　　　　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
そ
ん
な
彼
女
を
尻
目
に
青
年
は
理
事
長
と
と
も
に
そ
の
場
を
後
に
す
る
。

　　　

10  第二廻：尾行する少女たち



　　　
穂
乃
果
は
、
う
な
だ
れ
た
ま
ま
、
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
い
。
そ
し
て
数
分
後
。

（
私
は
・
・
・
・
・
嘘
な
ん
て
付
い
て
な
い
・
・
・
・
・
嘘
つ
き
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
・
・
・
・
・
・
・
・
）

　
涙
目
に
な
り
な
が
ら
な
ん
と
か
立
ち
上
が
り
、
決
心
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
引
き
下
が
ら
な
い
よ
・
・
・
・
意
地
で
も
正
体
を
暴
い
て
や
る
だ
か
ら
!
」

　　　　　　【
そ
し
て
放
課
後
】

「
い
た
!
」

　
な
ぜ
か
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
、
パ
ン
と
牛
乳
を
持
っ
て
い
る
穂
乃
果
。

「
何
で
私
た
ち
が
こ
ん
な
こ
と
を
・
・
・
・
」

「
仕
方
な
い
わ
よ
・
・
・
・
あ
あ
言
っ
た
ら
止
め
ら
れ
な
い
し
・
・
・
・
」

11



　
全
員
穂
乃
果
に
無
理
や
り
付
き
合
わ
さ
れ
、
例
の
青
年
を
遠
く
か
ら
監
視
す
る
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
そ
し
て
当
の
本
人
は
橋
の
手
す
り
に
手
を
つ
き
、
空
を
眺
め
て
い
た
。

「
な
に
し
て
る
ん
だ
ろ
う
?
」

「
待
ち
合
わ
せ
と
か
?
」

　
こ
と
り
と
真
紀
が
双
眼
鏡
で
青
年
を
観
察
す
る
。

　　　【
そ
し
て
３
０
分
後
】

　
青
年
に
変
化
が
な
い
。

「
異
常
な
し
。」

　
海
未
が
呟
く
。

　　　　

12  第二廻：尾行する少女たち



【
そ
し
て
一
時
間
後
】

　
穂
乃
果
た
ち
に
変
化
が
訪
れ
た
。

「
お
腹
す
い
た
・
・
・
・
・
・
」

　
花
陽
が
呟
く
。

　　　　　【
そ
し
て
三
時
間
後
】

「
全
然
動
き
ま
せ
ん
ね
。」

「
一
体
い
つ
ま
で
待
て
ば
い
い
の
よ
!
」

　
し
び
れ
を
切
ら
し
た
海
未
と
真
紀
が
口
を
開
く
。
彼
女
た
ち
の
我
慢
も
限
界
を
迎
え
て
い
た
。

「
あ
っ
!
」

　
す
る
と
青
年
に
異
変
が

「
く
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
!!!!
」

　
腕
を
伸
ば
し
、
背
伸
び
を
す
る
。

13



「
動
く
か
に
ゃ
?
」

　
凛
の
言
葉
に
全
員
息
を
飲
む
。

　　　　　　　「
自
然
と
一
体
に
な
る
っ
て
気
持
ち
い
い
な
ー
ー
ー
ー
ー
っ
!!
」

　　　　　　「『「『「『
え
っ
・
・
・
・
・
!?
』」』」』」

14  第二廻：尾行する少女たち



　　　　　
青
年
の
言
葉
に
真
紀
た
ち
の
目
が
点
に
な
り

　　　　　　「『「『「『
な
に
そ
れ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
!?
』」』」』」

　
思
わ
ず
叫
ん
で
し
ま
う
。

　　　　

15



　　「
???
」

　
彼
女
た
ち
の
ツ
ッ
コ
ミ
に
青
年
は
振
り
返
る
。

　
サ
サ
サ
サ

　
穂
乃
果
た
ち
は
間
一
髪
、
電
柱
の
影
に
隠
れ
た
。

「
不
味
い
に
ゃ
。」

「
思
わ
ず
声
が
出
ち
ゃ
っ
た
。」

「
見
つ
か
っ
て
な
い
・
・
・
よ
ね
・
・
・
?
」

　
そ
ー
っ
と
電
柱
の
影
か
ら
顔
を
出
す
こ
と
り
た
ち
だ
っ
た
が
。

「
あ
ー
っ
!
見
失
っ
た
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
!!!!
」

　
穂
乃
果
の
声
が
周
囲
に
響
き
渡
る
。

　　　　　

16  第二廻：尾行する少女たち



　　　　　
す
る
と
い
き
な
り
後
ろ
で
声
が
す
る
。

「
も
し
も
し
?
」

　
振
り
向
く
と
そ
こ
に
は
警
官
が
立
っ
て
い
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
交
番
ま
で
来
て
く
れ
る
か
な
?
」

『「『「『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。』」』」』」

　
こ
う
し
て
穂
乃
果
た
ち
は
め
で
た
く
警
察
の
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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第
三
廻
：
青
年
と
光

　　
夕
方
五
時
、
学
生
や
社
会
人
が
帰
宅
す
る
こ
の
時
間
。
彼
女
は
こ
の
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
。
名
は
矢

澤
に
こ
、
元
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
穂
乃
果
た
ち
が
通
っ
て
い
る
音
ノ
木
坂
学
院
の
卒
業
生
で
も
あ

る
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
大
学
の
授
業
を
終
え
、
妹
た
ち
が
待
つ
家
に
帰
宅
途
中
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
雨
が
降
っ
て
い
る
せ
い
か
、
外
は
真
っ
暗
。
お
ま
け
に
彼
女
以
外
に
人
は
乗
っ
て
い
な
い
。

「
!?
」

　
窓
の
外
に
視
線
を
向
け
る
と
、
公
園
で
青
年
が
大
勢
の
不
良
た
ち
に
絡
ま
れ
て
い
た
。

（
ど
う
し
ょ
う
!?
ど
う
し
ょ
う
!?
）

　
突
然
の
事
で
彼
女
は
内
心
焦
り
出
す
。
だ
が
し
ば
ら
く
す
る
と

「
!?
」

　
何
か
が
青
年
の
後
ろ
で
光
か
り
だ
し
た
。
青
年
は
右
掌
を
天
高
く
あ
げ
る
と
、
光
が
掌
に
集
ま
っ
て

き
た
。
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「
く
っ
・
・
・
・
・
・
・
!?
」

　
に
こ
は
急
い
で
席
を
立
ち
、
運
転
手
に
駆
け
寄
る
。

「
止
め
て
!!!
」

　
に
こ
の
言
葉
に
運
転
手
は
面
倒
く
さ
そ
う
に

「
次
の
停
留
所
は
す
ぐ
そ
こ
だ
よ
!
座
っ
て
お
待
ち
・
・
・
・
」

　
答
え
た
。

「
い
い
か
ら
止
め
て

!!!!!
」

　
運
転
手
の
制
し
を
振
り
切
り
、
に
こ
は
そ
の
場
で
バ
ス
を
降
り
る
。
そ
し
て
来
た
道
を
そ
の
ま
ま
戻

り
始
め
た
。

　　　　　　
そ
し
て
数
分
後
。

「
あ
れ
!?
」

　
や
っ
と
の
お
も
い
で
公
園
に
辿
り
着
い
た
に
こ
。
だ
が
そ
こ
に
は
人
ど
こ
ろ
か
、
ゴ
ミ
一
つ
落
ち
て

19



い
な
い
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
そ
の
ま
ま
辺
り
を
見
渡
す
が
特
に
変
わ
っ
た
様
子
は
な
い
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
夢
で
も
見
て
い
た
の
か
?
そ
ん
な
言
葉
が
頭
を
横
切
る
。

「
そ
ん
な
・
・
・
・
・
で
も
私
は
本
当
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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そ
し
て
次
の
日
、
あ
る
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
で
は
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

「
頑
張
れ
ー
!!!!
」

　
黒
髪
の
小
さ
な
男
の
子
が
ピ
コ
ピ
コ
ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
て
応
援
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
横
に
は

左
右
対
称
の
サ
イ
ド
テ
ー
ル
の
双
子
の
女
の
子
と
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
が
座
っ
て
い
た
。

「
虎
太
郎
、
喜
ん
で
ま
す
わ
ね
。」

「
毎
週
テ
レ
ビ
を
見
て
た
も
ん
ね
。」

　
シ
ョ
ー
に
夢
中
な
三
人
を
尻
目
に
に
こ
は
昨
日
の
出
来
事
を
思
い
出
す
。
昨
日
の
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
、
足
に
木
製
の
便
所
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
青
年
。

　
そ
し
て
彼
の
掌
に
集
ま
っ
た
光
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
お
姉
さ
ま
?
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
お
姉
さ
ま
!
」

「
え
っ
!?
な
っ
、
何
!?
」

　
突
然
声
を
か
け
ら
れ
、
慌
て
ふ
た
め
く
に
こ
。

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
?
」
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「
た
め
息
ば
か
り
つ
い
て
?
」

「
な
っ
、
な
ん
で
も
な
い
わ
よ
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
苦
笑
い
す
る
に
こ
。
そ
ん
な
彼
女
を
妹
た
ち
は
心
配
そ
う
な
顔
で
覗
き
込
む
。

（
あ
れ
は
一
体
、
な
ん
だ
っ
た
の
か
し
ら
・
・
・
?
）
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第
四
廻
：
弟
と
中
華
店

　「
あ
、
あ
の
・
・
・
・
お
姉
さ
ま
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
た
の
こ
こ
ろ
?
」

　
青
ざ
め
た
顔
を
に
こ
に
向
け
る
こ
こ
ろ
。

「
虎
太
郎
が
・
・
・
迷
子
に
・
・
・
」

「
え
・
・
・
!?
」

　
そ
う
言
わ
れ
、
辺
り
を
見
渡
す
と
弟
の
姿
が
見
当
た
ら
な
い
。
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そ
し
て
し
ば
ら
く
デ
パ
ー
ト
内
を
探
索
し
て
い
る
と
・
・
・
・
・

「
虎
太
郎
!
」

「
お
姉
ち
ゃ
ん
・
・
・
・
・
」

　
に
こ
は
虎
太
郎
を
見
た
瞬
間
、
彼
の
元
に
走
り
、
抱
き
締
め
る
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
虎
太
郎
。
何
処
に
行
っ
て
た
の
よ
、
心
配
し
た
ん
だ
か
ら
!
」

「
大
丈
夫
だ
っ
た
?
」

　
姉
た
ち
の
言
葉
に
虎
太
郎
は
無
言
で
後
ろ
の
人
物
を
持
っ
て
い
た
ピ
コ
ピ
コ
ハ
ン
マ
ー
で
指
差
し

た
。
に
こ
が
顔
を
あ
げ
る
と
そ
こ
に
は

「
!?
」

　
そ
の
人
物
に
に
こ
は
動
揺
す
る
。
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
足
に
木
製
の
便
所
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
青

年
。
昨
日
バ
ス
の
中
で
目
撃
し
、
今
の
今
ま
で
悩
ん
で
い
た
諸
悪
の
根
源
。
青
年
は
に
こ
た
ち
が
抱
き

合
っ
て
い
る
光
景
を
無
表
情
で
見
守
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
そ
し
て
こ
こ
あ
と
こ
こ
ろ
は
青
年
の
元
へ
い
く
と
、
お
礼
を
言
う
。

「『
弟
を
助
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!
』」

「
礼
な
ん
て
い
ら
ん
よ
・
・
・
・
。
大
し
た
こ
と
は
し
て
ね
え
か
ら
な
。」
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そ
う
言
い
な
が
ら
青
年
は
こ
こ
あ
た
ち
の
頭
を
撫
で
始
め
る
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
お
姉
さ
ま
?
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
お
姉
さ
ま
!
」

「
え
っ
!?
な
っ
、
何
!?
」

　
突
然
声
を
か
け
ら
れ
、
慌
て
ふ
た
め
く
に
こ
。

「
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
?
」

　
再
び
妹
た
ち
は
心
配
そ
う
な
顔
で
に
こ
の
顔
を
覗
き
込
む
。

　　　　　
ぐ
う
ぅ
う
ぅ
。

「
お
腹
す
い
た
ー
。」

　
虎
太
郎
の
お
腹
が
な
る
。

「
そ
う
い
え
ば
も
う
お
昼
ね
。
ど
こ
か
空
い
て
る
店
は
・
・
・
・
」
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そ
う
言
い
な
が
ら
デ
パ
ー
ト
の
中
を
見
渡
す
に
こ
。
だ
が
今
は
丁
度
お
昼
時
、
飲
食
店
が
一
番
込
む

時
間
帯
な
の
だ
。
す
る
と
青
年
は

「
近
く
に
知
り
合
い
の
中
華
店
が
あ
る
け
ど
、
良
か
っ
た
ら
一
緒
に
ど
う
だ
?
」

「
え
っ
!?
で
、
で
も
あ
ん
た
は
・
・
・
?
」

「
元
々
そ
こ
で
食
べ
る
予
定
だ
っ
た
し
。
い
、
嫌
な
ら
別
に
い
い
け
ど
・
・
・
・
・
」

「
い
い
わ
。
そ
こ
に
行
き
ま
し
ょ
う
。」

　　　　　　　　　
そ
し
て
場
所
は
変
わ
っ
て
中
華
店
。

「
じ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
。」

　
注
文
を
し
終
え
る
と
、
に
こ
は
青
年
の
顔
を
ジ
ト
目
で
睨
ん
で
い
た
。
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「
ど
う
か
し
た
か
?
」

「
単
刀
直
入
に
聞
く
わ
!
」

「
???
」

「
昨
夜
、
何
処
で
何
を
し
て
い
た
の
?
」

「
・
・
・
・
・
?
」

　
突
然
の
質
問
に
青
年
は
首
を
傾
げ
る
。

「
そ
れ
と
ア
ン
タ
の
右
手
!!
」

「
・
・
・
・
・
・
?
」

　
青
年
は
無
言
で
右
手
を
差
し
出
す
。
に
こ
は
彼
の
右
手
を
掴
む
と
、
掌
を
ジ
ロ
ジ
ロ
と
観
察
し
始
め

る
。
だ
が
特
に
変
わ
っ
た
所
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
そ
・
・
・
・
そ
ん
な
・
・
・
・
・
・
）

「
も
う
い
い
か
?
」

「
え
っ
!?
あ
っ
、
う
ん
。
あ
り
が
と
う
。」

　
青
年
は
右
手
を
引
っ
込
め
る
。『
や
っ
ぱ
り
あ
れ
は
見
間
違
い
、
も
し
く
は
夢
』
そ
ん
な
言
葉
が
に
こ

の
頭
を
か
け
巡
る
。
す
る
と
青
年
は
こ
こ
で
に
こ
に
違
和
感
を
感
じ
、
彼
女
の
顔
に
視
線
を
向
け
る
。

「
そ
う
い
え
ば
オ
メ
エ
、
ど
っ
か
で
見
た
よ
う
な
顔
だ
な
。」

　
そ
の
言
葉
に
に
こ
は
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
胸
を
張
る
。
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「
そ
れ
は
そ
う
よ
!
だ
っ
て
私
は
・
・
・
・
・
」

　　　　　　　　　　　　「
さ
て
は
手
配
中
の
被
疑
者
だ
な
。」
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　　　　「
は
っ
!?
」

　　　　　　　　　　
青
年
の
口
か
ら
出
た
言
葉
に
に
こ
は
呆
然
と
す
る
。
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第
五
廻
：
財
布
と
真
紀

　「
違
う
わ
よ
!!
私
は
・
・
・
・
・
・
・
」

　
想
定
外
の
返
答
に
一
瞬
言
葉
を
失
う
に
こ
。

「
お
姉
さ
ま
は
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
の
で
す
よ
。」

「
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
?
」

　
こ
こ
ろ
の
説
明
に
首
を
傾
げ
る
青
年
。

「
知
ら
な
い
の
で
す
か
?
」

「
あ
あ
・
・
・
・
そ
う
い
え
ば
い
た
な
、
そ
ん
な
の
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
青
年
の
言
葉
に
に
こ
は
唖
然
と
す
る
。
こ
の
街
に
自
分
た
ち
を
知
ら
な
い
人
間
が
い
た
な
ん
て
、
し

か
も
そ
れ
が
子
供
や
老
人
で
は
な
く
同
い
年
の
青
年
な
の
だ
か
ら
。
に
こ
の
様
子
に
青
年
は
申
し
訳

な
さ
そ
う
に

「
わ
り
い
、
さ
っ
き
は
・
・
・
・
・
・
。」

「
こ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
い
で
!
な
ん
か
す
っ
ご
く
悲
し
く
な
る
か
ら
!
」

　
口
を
開
く
。
だ
が
に
こ
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
両
手
で
顔
を
隠
す
。
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
そ
れ
よ
り
あ
ん
た
、
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
を
知
ら
な
い
な
ん
て
時
代
遅
れ
じ
ゃ
な
い
?
」

　
に
こ
が
ジ
ト
目
で
青
年
に
詰
め
寄
っ
て
く
る
。

「
い
や
ー
、
ア
イ
ド
ル
と
か
元
々
そ
こ
ま
で
詳
し
く
な
く
て
。
そ
れ
に
高
校
の
時
は
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ

な
か
っ
た
し
・
・
・
・
・
。」

「
何
よ
?
勉
強
と
か
部
活
で
忙
し
か
っ
た
と
か
?
」

「
い
や
・
・
・
・
修
行
さ
せ
ら
れ
て
・
・
・
・
」

「
修
行
?
」

「
い
や
あ
れ
は
修
行
じ
ゃ
な
い
よ
な
・
・
・
・
・
修
行
と
い
う
名
の
拷
問
だ
・
・
・
・
・
」

「
ど
ん
な
高
校
生
活
を
送
っ
て
た
の
よ
・
・
・
・
?
」

「
ハ
ハ
ハ
・
・
・
・
・
・
」

　
に
こ
が
そ
う
言
う
と
青
年
は
た
だ
た
だ
苦
笑
い
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
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「
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
な
!!
」

「
え
え
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。」

　
中
華
店
で
食
べ
た
後
、
青
年
は
買
い
物
籠
を
持
っ
て
、
に
こ
た
ち
に
別
れ
を
言
う
。
こ
こ
ろ
、
こ
こ

あ
、
虎
太
郎
も
手
を
振
り
な
が
ら
、
礼
を
言
う
。

「
な
ん
か
面
白
い
人
で
し
た
ね
。」

「
ま
た
会
え
る
か
な
?
」

「
う
ん
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
し
て
自
分
た
ち
も
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
。

「
あ
れ
?
」

　
何
か
が
地
面
に
落
ち
て
い
た
。
拾
っ
て
み
る
と
そ
れ
は
が
ま
口
財
布
で
あ
っ
た
。

「
あ
っ
、
こ
れ
。
あ
い
つ
の
だ
。」

　
青
年
が
レ
ジ
で
こ
れ
を
使
っ
て
い
る
の
を
思
い
出
す
に
こ
。
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そ
し
て
そ
の
数
時
間
後
。
人
気
の
な
い
所
を
歩
く
元
『
μ
'
ｓ
』
の
メ
ン
バ
ー
。
数
日
前
、
警
察
に

補
導
さ
れ
た
の
で
親
や
教
師
た
ち
に
こ
っ
酷
く
叱
ら
れ
た
少
女
。

　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
真
っ
赤
な
髪
色
に
紫
色
に
輝
く
吊
り
上
が
っ
た
目
。
そ
れ
は
彼
女
を
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
女
性
へ
と

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
の
に
は
十
分
な
材
料
で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
決
し
て
間
違
っ
て
お
ら
ず
、
成
績

は
優
秀
。
両
親
は
地
元
の
総
合
病
院
の
医
者
。
将
来
は
実
家
の
病
院
を
継
ぐ
予
定
。

「
ヴ
ェ
エ
エ
!?
」

　
目
線
の
先
に
見
知
っ
た
顔
の
青
年
が
立
っ
て
い
た
。

（
な
、
な
、
何
で
あ
い
つ
が
こ
こ
に
い
る
の
!?
）

　
青
年
は
目
の
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
興
味
深
か
そ
う
に
観
察
す
る
。
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「
ち
ょ
っ
と
!
ア
ン
タ
!!
」

「
???
」

　
い
き
な
り
怒
鳴
る
真
紀
に
対
し
、
青
年
は
ゆ
っ
く
り
と
振
り
向
く
。

「
こ
こ
に
何
の
用
!?
事
と
次
第
に
よ
っ
ち
ゃ
警
察
・
・
・
・
・
」

「
お
め
え
に
用
は
ね
え
。
オ
イ
ラ
は
矢
澤
に
こ
に
用
が
あ
る
ん
だ
。」

「
に
こ
ち
ゃ
ん
に
?
一
体
何
の
・
・
・
・
・
」

「
知
り
合
い
な
の
か
?
ち
ょ
う
ど
い
い
や
、
取
り
次
い
で
く
れ
!
」

　　　　　　　　　
カ
チ
ン

　
青
年
の
口
調
に
少
女
の
中
で
何
か
が
爆
発
す
る
。
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　　　　　　　　「
な
、
な
、
な
、
な
、
な
、
な
ん
で
・
・
・
・
・
・
」
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　「
???
」
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「
何
で
そ
ん
な
に
偉
そ
う
な
の
よ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

!!!!!!????
」

　　　　　　　　　　
真
紀
は
叫
び
な
が
ら
青
年
の
胸
を
ポ
カ
ポ
カ
叩
き
出
す
。

「
私
た
ち
に
あ
ん
な
こ
と
し
て
お
い
て
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
!!!!
」
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第
六
廻
：
神
社
と
占
い

　　
神
田
明
神
、
こ
こ
は
か
つ
て
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
が
練
習
と
し
て
使
用
し
て
い
た
場
所
。
そ
し
て
こ

の
場
所
に
今
、
足
を
踏
み
入
れ
た
二
人
。

「
懐
か
し
い
わ
ね
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
こ
こ
で
練
習
し
て
た
の
に
。」

「
そ
う
や
ね
。
な
ん
か
何
年
も
前
の
こ
と
に
感
じ
る
わ
。」

　
神
田
明
神
の
階
段
を
見
な
が
ら
そ
う
呟
く
の
は
μ
'
ｓ
の
元
メ
ン
バ
ー
、
絢
瀬
絵
里
と
東
條
希
の
二

人
で
あ
る
。

「
今
日
は
買
い
物
に
付
き
合
わ
せ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
ね
、
希
。」

「
う
う
ん
、
気
に
せ
ん
と
い
て
。
ウ
チ
も
こ
こ
に
寄
り
た
い
っ
て
言
っ
た
ん
や
し
。」

「
そ
れ
よ
り
聞
い
た
?
穂
乃
果
た
ち
が
警
察
に
補
導
さ
れ
た
っ
た
話
?
。」

「
補
導
?
」

「
何
で
も
幽
霊
青
年
を
尾
行
し
て
た
ん
だ
っ
て
。」

「
幽
霊
青
年
?
」

　
絵
里
の
話
に
首
を
傾
げ
る
希
。
す
る
と

　
ヒ
ュ
ン
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何
か
が
頭
上
か
ら
降
っ
て
き
た
。
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
足
に
木
製
の
便
所
サ
ン

ダ
ル
を
履
い
た
青
年
だ
っ
た
。

　
ダ
ン
ッ

　
青
年
は
そ
の
ま
ま
絵
里
の
目
の
前
に
足
を
曲
げ
て
着
地
す
る
。

「
キ
ャ
ッ
!
」

　
い
き
な
り
の
こ
と
で
絵
里
は
小
さ
な
悲
鳴
を
あ
げ
、
そ
の
場
に
尻
餅
を
つ
く
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
青
年
は
立
ち
上
が
る
と
、
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
歩
き
だ
そ
う
と
す
る
が

「
ち
ょ
っ
と
!
」

「
???
」

　
い
き
な
り
声
を
掛
け
ら
れ
、
青
年
は
ゆ
っ
く
り
と
絵
里
に
視
線
を
向
け
る
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
、
お
前
?
」

「
ど
う
し
た
じ
ゃ
な
い
わ
よ
!
あ
な
た
何
処
か
ら
現
れ
た
の
よ
!?
」

　
そ
の
言
葉
に
青
年
は
階
段
の
上
に
あ
る
神
社
を
指
差
し
た
。

「
階
段
降
り
る
よ
り
、
オ
イ
ラ
こ
の
方
が
楽
で
い
い
ん
よ
。」

　
そ
う
言
う
と
に
し
し
と
笑
う
青
年
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

40  第六廻：神社と占い



「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
そ
の
言
葉
に
二
人
は
唖
然
と
す
る
。
す
る
と
階
段
の
上
か
ら

「
待
ち
な
さ
ー
ー
ー
ー
ー
い
!!!!
」

　
叫
び
声
が
し
た
。

「
!?
」

　
青
年
は
何
か
を
思
い
出
し
た
よ
う
に
階
段
の
上
に
目
線
を
向
け
る
。
す
る
と
そ
こ
に
は

「
あ
れ
っ
て
・
・
・
・
・
・
・
」

「
真
紀
ち
ゃ
ん
?
」

　
真
姫
は
物
凄
い
勢
い
で
階
段
を
降
り
て
く
る
。
そ
の
光
景
に
青
年
は

「
何
で
だ
?
何
で
あ
い
つ
（
真
紀
）
は
オ
イ
ラ
を
追
い
か
け
て
来
る
ん
だ
?
」

　
と
呟
く
。
そ
し
て
追
い
か
け
て
く
る
真
姫
か
ら
青
年
は
わ
け
も
わ
か
ら
ず
逃
げ
る
こ
と
に
し
た
。

「
待
て
ー
ー
ー
ー
ー
っ
!!!!
」

　
そ
し
て
真
紀
も
急
い
で
い
る
の
か
そ
の
ま
ま
絵
里
た
ち
の
横
を
通
り
過
ぎ
る
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
そ
し
て
二
人
の
後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
希
は
カ
ー
ド
で
二
人
の
運
勢
を
占
っ
て
み
た
。

「
こ
、
こ
れ
は
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
た
の
希
?
」
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「
二
人
の
運
勢
を
占
っ
て
み
た
ん
や
け
ど
、
あ
の
二
人
・
・
・
・
こ
れ
か
ら
す
ぐ
恐
ろ
し
い
目
に
合
う

わ
・
・
・
・
・
」

　
あ
ま
り
の
出
来
事
に
驚
く
希
と
絵
里
。
　

「
そ
れ
、
本
当
!?
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
そ
し
て
心
配
に
な
っ
た
希
と
絵
里
は
二
人
の
後
を
追
い
か
け
始
め
る
。

42  第六廻：神社と占い



第
七
廻
：
希
と
不
良

　「
ふ
ぅ
ー
、
何
と
か
撒
い
た
見
て
え
だ
な
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
青
年
は
そ
の
場
で
腰
を
下
ろ
す
。
激
闘
、
五
時
間
半
。
つ
い
に
地
上
最
強
の
鬼

ご
っ
こ
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た

　　　　　　　
か
に
思
わ
れ
た
。
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　　　「
見
〜
つ
け
た
!
」

　　　　　　
ガ
シ
ッ

「
!?
」

　
後
ろ
で
声
が
し
た
と
同
時
に
腕
を
掴
ま
れ
る
。

「
さ
あ
、
大
人
し
く
訳
を
聞
か
せ
て
!
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　　　

44  第七廻：希と不良



　　　　
そ
の
頃
、
路
地
裏
で
は
。

「
な
あ
な
あ
、
暇
な
ら
俺
ら
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
ぜ
?
」

「
・
・
・
・
・
結
構
で
す
。
私
た
ち
、
ち
ょ
っ
と
急
い
で
る
ん
で
こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
!!
」

　
青
年
を
追
い
か
け
て
い
た
真
紀
と
絵
里
。
だ
が
不
運
に
も
彼
女
た
ち
は
三
人
の
不
良
高
校
生
達
に

遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
。
真
紀
は
何
と
か
不
良
達
の
横
を
通
り
抜
け
よ
う
と
す
る
。

「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
さ
ぁ
」

　
ガ
シ
ッ

　
だ
が
、
不
良
の
一
人
に
腕
を
掴
ま
れ
て
し
ま
う
。
　

「
や
め
て
!
離
し
て
よ
!
」　

「
い
や
い
や
!
誰
か
助
け
て
!
」　

　
泣
き
叫
ぶ
彼
女
た
ち
だ
っ
た
が
、
人
気
が
な
い
せ
い
か
誰
も
駆
け
つ
け
て
来
な
い
。
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ぷ
ー
、
ぷ
ー
。

「
お
っ
か
し
い
な
。」

　
携
帯
で
絵
里
た
ち
に
連
絡
す
る
が
一
向
に
繋
が
ら
な
い
。

「
オ
イ
ラ
、
ち
ょ
っ
と
用
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
」

　
そ
う
言
う
と
青
年
は
そ
の
場
か
ら
去
ろ
う
と
す
る
が

　
ガ
シ
ッ

　
腕
を
強
く
掴
ま
れ
て
い
て
逃
げ
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
青
年
を
無
視
し
、
も
う
一
度
電
話
を
か
け
る

希
。

　　　　

46  第七廻：希と不良



　　
そ
し
て
数
分
後
。

　
真
紀
と
絵
里
は
ど
こ
か
の
倉
庫
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
縛
ら
れ
て
椅
子
に
座
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な

彼
女
た
ち
を
見
な
が
ら
、
い
や
ら
し
い
顔
を
し
た
不
良
が
口
を
開
く
。
???

「
お
い
、
見
ろ
よ
!!
こ
い
つ
ら
μ
'
ｓ
の
西
木
野
真
姫
と
絢
瀬
絵
里
だ
ぜ
!
」

「
マ
ジ
!?
う
わ
、
本
物
だ
!?
」

???
不
良
た
ち
が
彼
女
た
ち
を
見
て
驚
き
の
顔
を
す
る
。

「
ご
め
ん
、
エ
リ
ー
　
巻
き
込
ん
じ
ゃ
っ
て
。」
???

「
大
丈
夫
、
気
に
し
て
な
い
わ
よ
。」
???

（
何
で
こ
ん
な
事
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
。
元
は
と
言
え
ば
全
部
あ
い
つ
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
。）

　
責
任
を
一
方
的
に
こ
の
場
に
い
な
い
青
年
に
押
し
付
け
る
真
紀
。
す
る
と
不
良
た
ち
は
ニ
ヤ
け
た

顔
で
真
紀
た
ち
に
歩
み
寄
る
。

「
ひ
っ
!?
い
や
!
来
な
い
で
!!
」

「
い
や
!!
誰
か
助
け
て
!!
」

「
バ
ー
カ
、
そ
ん
な
ん
で
助
け
が
く
る
訳
ね
ー
だ
ろ
!!
」
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す
る
と
後
ろ
で
声
が
し
た
。

「
真
姫
ち
ゃ
ん
!!
え
り
ち
!!
」

　
そ
こ
に
は
見
知
っ
た
顔
が
二
人
立
っ
て
い
た
。

「
何
だ
、
お
前
た
ち
は
・
・
・
?
」

「
オ
ッ
ス
!
オ
イ
ラ
は
麻
倉
葉
。
で
、
こ
っ
ち
が
友
だ
ち
の
東
條
希
。」

「
な
っ
!?
・
・
・
・
・
・
・
ど
、
ど
う
も
。」

　
い
き
な
り
自
分
が
紹
介
さ
れ
、
不
法
い
な
が
ら
も
ぺ
こ
り
と
頭
を
下
げ
る
希
。

「
そ
こ
の
二
人
を
迎
え
に
来
た
ん
だ
。」

「
迎
え
に
?
お
前
た
ち
二
人
で
か
?
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
笑
う
不
良
た
ち
。
そ
し
て
各
々
の
武
器
を
構
え
る
。

「
希
、
ち
ょ
っ
と
下
が
っ
て
て
く
れ
。」

「
???
」

　
言
わ
れ
る
が
ま
ま
希
は
青
年
と
距
離
を
取
っ
て
い
く
。

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
何
や
っ
て
ん
の
よ
!?
早
く
逃
げ
な
さ
い
!!
」

48  第七廻：希と不良



　
慌
て
ふ
た
め
く
真
紀
に
比
べ
青
年
は
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
る
。

「
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
っ
て
・
・
・
・
・
・
」

「
無
茶
よ
!
あ
な
た
一
人
じ
ゃ
あ
・
・
・
!?
」

　　　　　　　「
一
人
じ
ゃ
、
な
い
さ
!!!
」

　　
そ
の
言
葉
を
合
図
に
青
年
の
背
中
に
巨
大
な
光
が
現
れ
る
。
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第
八
廻
：
誤
解
と
少
年

　「
う
〜
〜
〜
。」

　
し
ば
ら
く
し
て
目
を
覚
ま
す
。

「
!!!
」

　
目
を
開
け
る
と
辺
り
は
真
っ
暗
。

「
こ
こ
は
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
真
紀
は
辺
り
を
見
渡
す
と
先
程
の
不
良
た
ち
が
全
員
倒
れ
て
い
る
。

「
あ
っ
、
絵
里
!
希
!!
」

　
隣
で
倒
れ
て
い
た
友
だ
ち
に
気
づ
き
、
彼
女
た
ち
の
体
を
揺
さ
ぶ
る
。

　
ゆ
さ
ゆ
さ

「
う
〜
ん
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
も
う
朝
・
・
・
・
?
」

　
真
紀
に
起
こ
さ
れ
、
絵
里
と
希
も
目
を
覚
ま
す
。

「
あ
れ
・
・
・
・
?
」

「
ど
う
な
っ
た
ん
?
」

50  第八廻：誤解と少年



　
三
人
は
立
ち
上
が
る
と
辺
り
を
調
べ
始
め
る
。

　
カ
タ
ン

「
何
、
こ
れ
?
」

　
落
ち
て
い
た
物
を
手
に
取
る
。
そ
れ
は

「
あ
っ
、
こ
れ
。
あ
い
つ
の
だ
。」

　
木
刀
だ
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
真
紀
は
自
分
の
記
憶
を
手
繰
り
、
先
程
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
突
然
青
年
の
背
中
か
ら
巨
大
な
光
が
現
れ
る
。
青
年
は
右
掌
を
天
高
く
あ
げ
る
と
、
そ
の
光
が
掌
に

集
ま
っ
て
き
た
。
青
年
は
そ
の
光
を
体
内
に
取
り
込
ん
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
不
良
た
ち
は
全
員
青
年

に
飛
び
か
か
る
。
そ
こ
か
ら
先
は
頭
に
靄
が
か
か
っ
た
よ
う
に
あ
い
ま
い
だ
。

「
あ
っ
、
そ
う
だ
!
あ
い
つ
は
!?
」

　
辺
り
を
見
渡
す
が
少
年
の
姿
が
な
い
。
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ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー

　
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー

　
す
る
と
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
が
こ
っ
ち
に
近
づ
い
て
く
る
。

　
バ
タ
ン
バ
タ
ン

　
パ
ト
カ
ー
か
ら
降
り
た
警
官
た
ち
が
や
っ
て
き
た
。
良
か
っ
た
こ
れ
で
助
か
る
。
心
の
底
か
ら
安

心
し
た
。

　　　　　　　　　「
君
た
ち
か
!
木
刀
振
り
な
が
ら
暴
れ
て
い
る
っ
て
い
う
の
は
!
」

52  第八廻：誤解と少年



　　　　　　　「『「
へ
っ
?
」』」

　　　　
警
官
の
言
葉
に
三
人
は
唖
然
と
す
る
。

　　　　　

53



　「
さ
あ
、
立
っ
て
!!
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
警
官
た
ち
は
真
紀
た
ち
の
腕
を
掴
む
。

「
違
い
ま
す
!!
私
た
ち
は
そ
の
・
・
・
・
・
・
」

「
だ
か
ら
私
た
ち
は
違
い
ま
す
っ
て
!!
」

「
犯
人
は
と
っ
く
に
逃
げ
た
の
!!
」

　
必
死
で
弁
解
す
る
三
人
だ
が

「
は
い
、
は
い
、
犯
人
は
み
ん
な
そ
う
言
う
の
!
」

「
言
い
訳
は
凶
器
隠
し
て
か
ら
言
い
な
さ
い
!
」

　
そ
う
言
う
と
警
官
た
ち
は
真
紀
が
持
っ
て
い
た
木
刀
に
視
線
を
向
け
る
。
木
刀
に
は
大
量
に
血
が

つ
い
て
い
る
。

「『「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」』」

　
物
的
証
拠
を
出
さ
れ
、
彼
女
た
ち
の
顔
が
青
ざ
め
る
。

「
じ
ゃ
、
調
書
と
る
か
ら
交
番
ま
で
来
て
!
」

「
待
っ
て
下
さ
い
!!
」

「
お
願
い
し
ま
す
、
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
!
」

「
私
た
ち
は
違
う
ん
で
す
!!
」

54  第八廻：誤解と少年



　
警
官
に
手
を
引
か
れ
、
パ
ト
カ
ー
に
押
し
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
三
人
。
だ
が

　　　　　「
そ
の
喧
嘩
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
ー
ー
ー
ー
っ
!!!!
」

「
???
」

　
振
り
向
く
と
そ
こ
に
は
黒
人
系
ア
メ
リ
カ
人
の
少
年
が
立
っ
て
い
た
。
少
年
は
警
官
た
ち
と
真
紀

た
ち
の
間
に
割
り
込
む
。
　

「
喧
嘩
な
ん
か
止
め
て
、
俺
の
ギ
ャ
グ
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
ろ
う
ぜ
!
」

「『「
喧
嘩
?
」』」

55



第
九
廻
：
逮
捕
と
身
元
保
証
人

　　
カ
チ
ャ

　
ド
ン

　
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー

「
そ
ん
な
バ
ナ
ナ
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
ッ
!!
」

　
黒
人
系
ア
メ
リ
カ
人
の
青
年
が
何
故
か
手
錠
を
か
け
ら
れ
、
パ
ト
カ
ー
に
押
し
込
ま
れ
る
。
涙
目
に

な
り
な
が
ら
、
必
死
で
無
罪
を
訴
え
る
青
年
。
ど
う
や
ら
先
程
、
放
っ
た
と
っ
て
お
き
の
ギ
ャ
グ
が
通

じ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

「
君
た
ち
、
早
く
家
に
帰
り
な
さ
い
!!
」

　
先
ほ
ど
も
ま
で
真
紀
た
ち
を
パ
ト
カ
ー
の
中
に
押
し
込
ん
で
い
た
警
官
が
鋭
い
口
調
で
言
っ
た
。

「『「
は
、
は
い
・
・
・
・
・
・
。」』」

　
そ
し
て
警
官
た
ち
は
去
っ
て
い
っ
た
。
残
さ
れ
た
の
は
未
だ
に
唖
然
と
し
て
い
る
真
紀
、
絵
理
、
希

の
三
人
で
あ
っ
た
。

　　

56  第九廻：逮捕と身元保証人



　　　　
そ
し
て
数
時
間
後
。

「
い
や
〜
、
助
か
っ
た
ぜ
!
」

　
苦
笑
い
し
な
が
ら
、
警
察
署
の
玄
関
か
ら
出
て
く
る
黒
人
青
年
。
そ
し
て
そ
の
後
ろ
か
ら

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
ト
ン
ガ
リ
頭
の
青
年
が
出
て
く
る
。

「
一
時
は
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
ぜ
!
」

　
笑
い
な
が
ら
言
う
黒
人
青
年
に
対
し
て
ト
ン
ガ
リ
頭
の
青
年
は

　
ブ
チ
ッ

　
バ
コ
ン

　
切
れ
た
。

「
い
い
加
減
に
し
ろ
!
何
故
俺
や
姉
さ
ん
が
お
前
の
身
元
保
証
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ

!
」

　
ド
ス
黒
い
オ
ー
ラ
を
纏
い
な
が
ら
そ
う
言
う
と
、
剣
を
取
り
出
し
、
黒
人
青
年
に
向
け
る
。
そ
し
て

あ
ま
り
の
恐
怖
に
尻
餅
を
つ
き
な
が
ら
後
ず
さ
り
す
る
黒
人
青
年
。
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「
い
、
い
い
じ
ゃ
ね
え
か
。『
チ
ー
ム
Ｔ
Ｈ
Ｅ
蓮
』
で
一
緒
に
戦
っ
た
仲
間
だ
ろ
?
」

　
あ
は
は
は
と
笑
い
な
が
ら
何
と
か
ト
ン
ガ
リ
青
年
を
宥
め
よ
う
と
す
る
。

　　　　「
あ
の
!
」

「『
!?
』」

　
突
然
声
を
か
け
ら
れ
、
二
人
は
振
り
向
く
。
す
る
と
そ
こ
に
は

「『「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」』」

　
真
紀
、
絵
理
、
希
が
立
っ
て
い
た
。
流
石
に
あ
の
ま
ま
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
様

子
を
見
に
来
た
三
人
。

「
貴
様
ら
は
?
」

「
あ
、
私
、
音
ノ
木
坂
大
学
に
通
っ
て
い
る
絢
瀬
絵
里
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
友
だ
ち
の
東
條
希
と
・・・・

「
西
木
野
真
姫
よ
!
」

「『「
先
程
は
助
け
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」』」

　
三
人
と
も
丁
寧
に
頭
を
下
げ
る
。

58  第九廻：逮捕と身元保証人



「
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
来
た
の
か
?
ご
苦
労
な
こ
っ
た
!
」

「
ち
ょ
っ
と
!!
そ
ん
な
言
い
方
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
!?
」

　
ト
ン
ガ
リ
頭
の
青
年
の
言
い
分
に
真
紀
は
食
っ
て
か
か
る
。
そ
し
て
に
ら
み
合
う
二
人
。

「
ま
あ
良
い
。
用
は
済
ん
だ
ん
だ
、
俺
は
帰
ら
せ
て
貰
う
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
そ
の
場
を
後
に
す
る
ト
ン
ガ
リ
頭
の
青
年
。

「
お
、
お
い
!
待
っ
て
く
れ
よ
!
」

　
そ
し
て
黒
人
青
年
も
そ
の
後
を
追
う
。

「『「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」』」

　　　　　
カ
チ
ャ

「
た
だ
い
ま
、
姉
さ
ん
!!
」

「
お
か
え
り
蓮
!!
」

　
店
に
入
る
な
り
、
姉
に
出
迎
え
ら
れ
る
蓮
。

「
あ
!
お
客
さ
ん
が
来
て
る
わ
よ
!
」
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「
客
?
俺
に
?
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
店
の
奥
を
み
る
と
、

「
よ
ぉ
!
」

　
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
足
に
木
製
の
便
所
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
青
年
が
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
た
。
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第
十
廻
：
待
ち
合
わ
せ
と
再
会

　　
─
音
ノ
木
坂
大
学
─

「
私
、
今
日
は
先
に
帰
る
わ
ね
。」

「
ど
う
し
た
ん
、
に
こ
っ
ち
?
な
ん
か
用
事
で
も
あ
る
ん
?
」

「
え
・
・
・
?
ま
、
ま
ぁ
そ
ん
な
と
こ
ろ
よ
・
・
・
!!
と
、
と
に
か
く
先
に
帰
る
か
ら
!
」

　
多
少
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
な
が
ら
も
に
こ
は
、
走
っ
て
校
門
か
ら
出
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
彼
女
を
唖
然
と

し
た
顔
で
見
送
る
絵
理
。

「
何
か
変
ね
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
ふ
〜
ん
。」

　
そ
し
て
に
こ
の
行
動
に
不
信
感
を
感
じ
た
希
は
携
帯
を
取
り
出
し
、
電
話
を
か
け
る
。
そ
し
て
数
分

後
、
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　　　「
目
標
発
見
に
ゃ
!
」

　
希
か
ら
連
絡
を
受
け
た
穂
乃
果
た
ち
は
、
す
ぐ
に
家
を
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。
希
と
絵
理
が
に
こ
を

尾
行
し
、
今
い
る
位
置
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
随
時
、
連
絡
し
て
い
く
。

「
何
処
に
行
く
ん
だ
ろ
う
?
」

　
先
ほ
ど
か
ら
何
遍
も
辺
り
を
見
渡
す
に
こ
。
明
ら
か
に
挙
動
不
審
で
あ
る
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
し

て
小
さ
な
喫
茶
店
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
。
穂
乃
果
た
ち
も
道
路
の
向
か
い
側
か
ら
に
こ
を
こ
っ
そ
り

と
観
察
す
る
。

「
お
店
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。」

「
な
ん
で
後
を
つ
け
る
の
?
」

「
だ
っ
て
あ
や
し
い
ん
だ
も
ん
!
」

　
真
紀
の
言
葉
に
穂
乃
果
が
つ
っ
こ
む
。

「
ま
さ
か
こ
こ
で
バ
イ
ト
し
て
る
と
か
?
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
穂
乃
果
た
ち
は
に
こ
が
こ
の
店
（
喫
茶
店
）
で
バ
イ
ト
し
て
い
る
光
景
を
想
像
す

る
。
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「
は
ま
り
す
ぎ
だ
に
ゃ
〜
!
」

「
待
っ
て
、
違
う
見
た
い
よ
!
」

　
そ
う
言
わ
れ
、
視
線
を
戻
す
と
、
に
こ
は
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
に
案
内
さ
れ
た
禁
煙
席
に
座
る
。

「
な
ん
だ
!
お
客
さ
ん
と
し
て
店
に
来
た
だ
け
か
!
」

　
何
故
か
心
か
ら
安
心
す
る
穂
乃
果
た
ち
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
観
察
し
て
い
る
と
、

「
誰
か
と
待
ち
合
わ
せ
し
て
る
の
か
な
?
」

「
で
も
そ
れ
だ
け
で
あ
ん
な
に
コ
ソ
コ
ソ
す
る
で
し
ょ
う
か
?
」

「
・
・
・
・
そ
う
だ
ね
・
・
・
・
・
・
」

「
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
・
・
・
・
?
」

　
穂
乃
果
た
ち
は
に
こ
の
待
ち
合
わ
せ
の
人
物
の
事
が
気
に
な
り
始
め
た
。

「
余
程
大
切
な
人
と
か
・
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
て
も
私
た
ち
に
紹
介
し
た
く
な
い
相
手
と
か
・
・
・
・
・
」

　
様
々
な
推
理
が
穂
乃
果
た
ち
の
頭
を
駆
け
巡
る
。
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　　　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ー
!!!
」

　
そ
ん
な
中
で
喫
茶
店
に
新
し
い
客
が
入
っ
て
く
る
。

「『「『「『「『「
!!!!!!!
」』」』」』」』」

　
そ
の
人
物
に
穂
乃
果
た
ち
は
思
わ
ず
驚
き
の
言
葉
を
あ
げ
そ
う
に
な
る
が
、
何
と
か
堪
え
た
。
見
覚

え
の
あ
る
あ
の
姿
、
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
足
に
木
製
の
便
所
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
青
年
、
麻
倉
葉
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
葉
は
店
の
中
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
渡
す
と
、
禁
煙
席
に
座
る
に
こ
と
目
が
あ
っ
た
。

「
よ
ぉ
!
」

　
葉
は
ニ
コ
リ
と
笑
う
と
、
に
こ
の
向
か
い
側
の
席
に
座
る
。
そ
し
て
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
真
紀
た

ち
は

「
な
、
な
な
な
な
な
な
な
ん
で
あ
い
つ
が
こ
こ
に
い
る
の
よ
!!
」

「
お
お
お
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
、
真
紀
!!
」

「
そ
、
そ
う
よ
!!
み
ん
な
も
冷
静
に
な
り
ま
し
ょ
う
!!
」

　
興
奮
を
抑
え
き
れ
ず
に
い
た
。
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第
十
一
廻
：
チ
ケ
ッ
ト
と
リ
ー
ゼ
ン
ト

　「
わ
ざ
わ
ざ
呼
び
出
し
て
す
ま
ね
え
な
!
」

「
い
い
わ
よ
。
予
定
な
か
っ
た
し
・
・
・
・
」

　
苦
笑
い
し
な
が
ら
に
こ
に
謝
る
麻
倉
葉
。

「
す
ま
ね
え
な
。」

　
に
こ
か
ら
財
布
を
受
け
取
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
う
。

「
こ
れ
は
少
し
ば
か
り
の
礼
だ
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
葉
は
反
対
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
何
か
を
取
り
出
す
。

「
そ
、
そ
れ
は
・
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
れ
は
ア
イ
ド
ル
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
。
に
こ
は
チ
ケ
ッ
ト
を
葉
か
ら
受
け
取
る
。

「
う
、
嘘
で
し
ょ
・
・
・
・
・
私
だ
っ
て
購
入
で
き
な
か
っ
た
の
に
・
・
・
・
」

　
ア
イ
ド
ル
好
き
の
に
こ
に
と
っ
て
、
葉
が
Ａ
─
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
の
ラ
イ
ブ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
た
こ

と
に
驚
き
を
隠
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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　「
ち
ょ
っ
と
、
あ
ん
た
!!!
」

「『
???
』」

　
突
然
声
を
か
け
ら
れ
ふ
り
む
く
と
、
そ
こ
に
は

「
あ
、
あ
ん
た
た
ち
・
・
・
?
ど
う
し
て
・
・
・
?
」

　
無
言
で
殺
気
を
放
っ
て
い
る
穂
乃
果
た
ち
が
お
り
、
そ
れ
を
見
た
に
こ
は
体
中
か
ら
大
量
の
汗
を
流

し
な
が
ら
体
を
震
わ
せ
、
少
し
で
あ
る
が
恐
怖
し
て
い
た
。
一
方
で
葉
は
動
揺
す
る
こ
と
も
な
く

「
何
だ
、
お
め
ー
ら
?
」

　
呑
気
に
口
を
開
く
。

　
コ
ト
ン

　
す
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
怒
り
の
オ
ー
ラ
を
纏
っ
た
希
が
葉
の
元
に
近
付
い
て
見
覚
え
の
あ

る
木
刀
を
彼
の
目
の
前
に
差
し
出
し
た
。

「
─
─
こ
れ
が
分
か
ら
な
い
な
ん
て
言
わ
ん
よ
ね
?
」

「
???
」

「
よ
く
も
身
代
わ
り
に
し
て
く
れ
た
わ
ね
!!!
」

「
お
か
げ
で
こ
っ
ち
は
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
よ
!!
」

　
希
に
続
い
て
真
紀
と
絵
里
も
声
を
あ
げ
る
。
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「
律
儀
な
奴
だ
な
・
・
・
・
・
。
木
刀
返
し
に
来
て
く
れ
た
の
か
?
い
い
ぞ
別
に
、
オ
イ
ラ
の
じ
ゃ
な
い

し
。」

　
ブ
チ
ッ

「
違
う
わ
よ
!!!
」

　　　
ガ
シ
ッ

「
???
」

　
に
こ
は
葉
の
腕
を
掴
む
と
、

「
逃
げ
る
わ
よ
!
」

　
そ
の
ま
ま
走
り
出
す
。

「
あ
っ
!
逃
げ
た
!!
」

　
葉
は
に
こ
に
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
財
布
か
ら
小
銭
を
取
り
出
す
と
、

　
チ
リ
ー
ン

　
レ
ジ
の
前
に
放
り
投
げ
る
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!
」

　
そ
し
て
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
店
を
出
る
。
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そ
し
て
数
分
後
。
公
園
で
は

「
あ
れ
ー
?
」

「
い
な
い
に
ゃ
!
」

「
ど
こ
い
っ
た
の
?
」

　
急
い
で
追
い
か
け
た
穂
乃
果
た
ち
だ
っ
た
が
、
途
中
で
二
人
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
あ
っ
!
」

　
す
る
と
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
大
き
な
リ
ー
ゼ
ン
ト
頭
の
男
が
目
に
と
ま
る
。
お
そ
ら
く
公
園
の

入
り
口
に
止
め
て
あ
っ
た
バ
イ
ク
も
彼
の
物
だ
ろ
う
。

「
あ
の
〜
、
す
い
ま
せ
ん
!
」

「
ん
?
な
ん
だ
い
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
た
ち
?
」

「
黒
い
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
女
の
子
と
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
付
け
て
い
る
男
の
子
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
か

?
」

「
あ
あ
〜
、
そ
い
つ
ら
な
ら
あ
っ
ち
に
行
っ
た
ぜ
!!
」

　
男
は
駅
の
方
を
指
差
し
た
。
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「
本
当
で
す
か
?
」

「
よ
し
!
行
こ
う
!!
」

「
う
ん
!
」

　
穂
乃
果
た
ち
は
互
い
を
見
つ
め
合
い
、
頷
く
と
。

「『「『「『「『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!!
』」』」』」』」

　
礼
を
言
い
、
去
っ
て
行
っ
た
。
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第
十
二
廻
：
落
し
物
と
コ
ン
サ
ー
ト

　「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
穂
乃
果
た
ち
が
い
な
く
な
っ
た
の
を
確
認
す
る
と
男
は

「
い
き
ゃ
し
た
ぜ
、
旦
那
。」

　
ベ
ン
チ
の
後
ろ
に
あ
る
草
陰
に
声
を
か
け
る
。

　
ガ
サ
ゴ
ソ

「
い
や
〜
、
助
か
っ
た
ぜ
。
あ
り
が
と
な
、
竜
!
」

「
全
く
。
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
わ
。」

　
草
陰
か
ら
葉
と
に
こ
が
姿
を
現
す
。

　
パ
ッ
パ
ッ

　
二
人
は
身
体
中
に
張
り
付
い
た
葉
っ
ぱ
や
コ
ケ
な
ど
を
払
い
落
す
。

「
し
っ
か
し
、
何
で
追
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
?
」

　
リ
ー
ゼ
ン
ト
の
男
は
心
配
そ
う
に
問
い
か
け
る
。
彼
の
名
は
梅
宮
竜
之
介
。『
木
刀
の
竜
』
の
通
り

名
を
持
つ
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
を
探
す
永
遠
の
旅
人
で
あ
る
。

「
そ
う
よ
。
あ
ん
た
一
体
何
し
た
の
よ
?
」
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竜
の
言
葉
に
に
こ
も
葉
に
視
線
を
向
け
る
。

「
う
〜
ん
、
オ
イ
ラ
に
も
よ
く
分
か
ら
ね
え
ん
だ
。」

　
あ
は
は
と
笑
い
と
ば
す
葉
。

「『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。』」

　
そ
ん
な
彼
を
呆
然
と
し
な
が
ら
見
つ
め
る
竜
と
に
こ
。

　　　　　
そ
し
て
翌
日
。

「
ふ
っ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
。」

　
サ
ン
グ
ラ
ス
と
マ
ス
ク
で
顔
を
隠
し
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
列
に
並
ぶ
に
こ
。
マ
ス
ク
で
隠

し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
口
元
は
明
ら
か
に
ニ
ヤ
け
て
い
る
。
ま
さ
か
財
布
を
拾
っ
た
だ
け
で
、
こ
ん

な
美
味
し
い
思
い
が
で
き
る
な
ん
て
。
や
は
り
人
間
は
コ
ツ
コ
ツ
真
面
目
に
生
き
る
べ
き
だ
。
こ
れ

は
日
頃
が
ん
ば
っ
て
い
る
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
違
い
な
い
。
に
こ
は
今
日
初
め
て
神
様
に
感
謝
し
た
。
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そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
駐
車
場
。

　
ブ
ー
ン

　
ブ
ロ
ロ
ロ

「
竜
、
助
か
っ
た
ぜ
!
」

「
い
い
っ
て
こ
と
っ
す
よ
!
そ
れ
よ
り
急
が
な
い
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
ぜ
!
」

「
あ
っ
、
本
当
だ
!
わ
り
い
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
な
!!
」

　
竜
の
バ
イ
ク
で
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
送
っ
て
も
ら
っ
た
葉
。
と
あ
る
用
事
で
に
こ
に
連
絡
を
と
っ

た
葉
。
だ
が
時
は
既
に
遅
く
、
彼
女
は
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
出
発
し
て
い
た
の
で
、
こ
う
し
て
彼
女
を

追
い
か
け
て
き
た
の
だ
。

　　　　
そ
し
て
数
分
後
。
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ゴ
ソ
ゴ
ソ

「
あ
れ
、
あ
れ
、
あ
れ
?
」

　
鞄
を
お
急
ぎ
で
あ
さ
る
元
μ
'
ｓ
の
メ
ン
バ
ー
、
矢
澤
に
こ
。

　
ガ
サ
ゴ
ソ
、
ガ
サ
ゴ
ソ
。

「
お
客
様
、
ど
う
か
し
ま
し
た
か
?
早
く
し
て
く
だ
さ
い
!
」

　
昨
日
、
葉
か
ら
貰
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
を
必
死
に
探
す
。
確
か
に
昨
日
は
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た

は
ず
な
の
に
。

「
な
い
、
な
い
、
な
い
。」

「
困
り
ま
す
よ
、
お
客
さ
ん
!!
」

　　　　　
そ
し
て
さ
ら
に
数
分
後
。

「
う
〜
ん
と
、
ど
こ
だ
?
」

　
会
場
に
つ
い
た
葉
は
大
急
ぎ
で
に
こ
を
探
し
始
め
る
。
そ
の
手
に
は
に
こ
が
落
と
し
た
ラ
イ
ブ
の

チ
ケ
ッ
ト
が
握
ら
れ
て
い
た
。
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「
あ
っ
、
お
客
さ
ん
!
も
う
始
ま
っ
て
ま
す
よ
!
」

　
側
に
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
葉
の
腕
を
掴
む
と
、
そ
の
ま
ま
会
場
の
中
へ
と
入
っ
て
い
く
。

　　　　　　「
ま
い
っ
た
な
〜
っ
。」

　
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
、
流
石
の
葉
も
頭
を
抱
え
る
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
会
場
の
中
は

人
混
み
が
多
い
の
で
ま
と
も
に
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
。
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第
十
三
廻
：
花
陽
と
事
故

　　
ス
テ
ー
ジ
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
と
、
３
人
の
女
性
が
登
場
し
、
会
場
が
一
気
に
盛
り
上

が
っ
て
い
っ
た
。

「
今
日
は
私
た
ち
の
ラ
イ
ブ
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
!
今
日
は
こ
の
日
の
為
に
新
曲
を
作
っ
て
き

ま
し
た
!
是
非
、
聞
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
!
」

　　　　　「
な
あ
・
・
・
・
・
」

「
は
い
?
あ
っ
!
」

　
葉
は
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
目
線
を
向
け
て
い
る
少
女
に
尋
ね
る
。

「
ゆ
、
ゆ
、
幽
霊
少
年
!
」

「
???
」
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少
女
は
葉
を
見
る
な
り
、
驚
い
た
表
情
を
す
る
。
そ
ん
な
彼
女
の
様
子
な
ど
気
に
止
め
ず
、
葉
は
質

問
す
る
。

「
ア
イ
ツ
ら
っ
て
芸
能
人
と
か
な
の
か
?
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
葉
は
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
い
る
三
人
に
視
線
を
向
け
る
。

「
え
え
!?
知
ら
な
い
ん
で
す
か
!?
あ
の
人
は
Ａ
─
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
の
み
な
さ
ん
で
す
!
」

「
あ
ら
い
ず
?
」

「
元
ス
ク
ー
ル
ア
イ
ド
ル
で
第
１
回
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
の
優
勝
者
で
今
は
ア
イ
ド
ル
や
っ
て
る
ん
で
す
よ

!
」

「
ふ
〜
ん
。
そ
ん
じ
ゃ
あ
、
オ
メ
エ
は
何
回
も
こ
こ
に
来
た
こ
と
が
あ
る
の
か
?
」

「
い
え
、
実
は
今
回
が
初
め
て
な
ん
で
す
。
今
ま
で
も
何
回
か
、
応
募
は
し
て
み
た
ん
で
す
け
ど
全
然
当

た
ら
な
く
て
・
・
・
。」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
あ
、
私
、
小
泉
花
陽
と
い
い
ま
す
。」

「
オ
イ
ラ
は
麻
倉
葉
。
よ
ろ
し
く
!
」
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　「
ん
?
ど
う
し
た
?
」

　
葉
は
い
き
な
り
誰
か
と
�
話
し
始
め
た
。

「
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
?
」

　
い
き
な
り
独
り
言
を
話
し
始
め
る
葉
に
花
陽
は
声
を
か
け
る
。
だ
が
そ
ん
な
彼
女
を
無
視
し
、
葉
は

ス
テ
ー
ジ
の
天
井
に
視
線
を
向
け
る
。

　
ギ
ギ
ギ

　
天
井
に
設
置
し
て
あ
る
鉄
パ
イ
プ
の
柱
が
音
を
た
て
て
少
し
ず
つ
傾
き
、
ゆ
っ
く
り
と
ス
テ
ー
ジ
の

３
人
の
ほ
う
へ
傾
い
て
い
く
。

「
あ
ぶ
な
い
!
逃
げ
ろ
!
」

「
あ
っ
!
」

　
ア
イ
ド
ル
の
一
人
が
躓
い
て
、
そ
の
場
で
転
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
鉄
の
柱
は
彼
女
目
掛
け
て
落

ち
て
く
る
。

　
ド
ー
ン
!!

「「
ツ
バ
サ
!
」」

　
会
場
中
は
ツ
バ
サ
が
鉄
パ
イ
プ
の
柱
の
下
敷
き
に
な
っ
た
こ
と
に
、
動
揺
し
て
し
ま
う
。

「
ツ
バ
サ
・
・
・
」
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「
そ
ん
な
・
・
・
」

　
英
玲
奈
と
あ
ん
じ
ゅ
は
絶
望
的
な
表
情
に
な
る
。
だ
が

「
大
丈
夫
か
?
」

「
あ
り
が
と
う
、
助
か
っ
た
わ
・
・
・
!!
」

　
声
が
し
た
方
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
葉
と
彼
に
助
け
ら
れ
た
ツ
バ
サ
が
い
た
。

「
怪
我
は
、
ね
え
み
て
え
だ
な
?
」

「
え
・
・
・
え
え
・
・
・
」

　
ツ
バ
サ
は
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
葉
に
礼
を
言
う
。
そ
し
て
英
玲
奈
と
あ
ん
じ
ゅ
も
ツ
バ
サ
が
無

事
で
よ
か
っ
た
と
い
う
事
に
ホ
ッ
と
す
る
。

「
大
丈
夫
で
す
か
?
」

　
そ
う
い
い
な
が
ら
花
陽
は
葉
に
駆
け
寄
る
。

「
あ
あ
、
大
丈
夫
だ
。」

　
葉
は
身
体
中
に
つ
い
た
埃
を
落
と
し
な
が
ら
、
立
ち
上
が
る
。

　　　　

78  第十三廻：花陽と事故



　
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー

「
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
な
!!
」

　
こ
の
ま
ま
こ
こ
い
る
と
面
倒
く
さ
い
事
に
な
る
と
悟
っ
た
葉
は
そ
の
場
か
ら
歩
き
出
す
。

「
あ
っ
、
ち
ょ
っ
と
・
・
・
・
・
」

　
ツ
バ
サ
の
静
止
も
聞
か
ず
、
葉
は
大
急
ぎ
で
走
り
出
す
。

「
え
っ
・
・
・
・
あ
・
・
・
・
・
待
っ
て
下
さ
い
!
」

　
突
然
の
事
で
花
陽
は
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
た
が
、
急
い
で
葉
を
追
い
か
け
る
。
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第
十
四
廻
：
事
件
と
に
こ

　「
あ
の
〜
」

「
ん
?
な
ん
だ
?
」

「
い
い
ん
で
す
か
、
あ
の
ま
ま
出
て
き
ち
ゃ
っ
て
・
・
・
・
」

「
ま
あ
、
何
と
か
な
る
っ
て
!
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
笑
み
を
浮
か
べ
る
葉
。

「
ん
?
」

　
ふ
と
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
前
を
横
切
る
と
、
店
の
中
に
見
知
っ
た
人
物
が
い
た
。

「（
Ｔ
　
＾
　
Ｔ
）」

　
テ
ー
ブ
ル
で
シ
ク
シ
ク
と
泣
い
て
い
る
元
μ
の
メ
ン
バ
ー
、
矢
澤
に
こ
。

「
よ
ぉ
!
ど
う
か
し
た
の
か
?
」

「
に
こ
ち
ゃ
ん
?
」

　
店
に
入
り
、
葉
と
花
陽
は
声
を
か
け
る
が
、
に
こ
は
顔
を
あ
げ
な
い
。

「『
???
』」

　
訳
が
分
か
ら
ず
、
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
す
る
と
花
陽
の
ス
マ
ホ
に
一
本
の
電
話
が
か
か
っ
て
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き
た
。

「
は
い
、
も
し
も
し
。」

『
小
泉
さ
ん
?
』

「
あ
ん
じ
ゅ
さ
ん
。
ど
う
し
た
ん
で
す
か
?
」

　
電
話
の
相
手
は
、
あ
ん
じ
ゅ
で
あ
っ
た
。

「
ね
ぇ
、
ツ
バ
サ
を
見
て
い
な
い
か
し
ら
?
』

「
ツ
バ
サ
さ
ん
で
す
か
?
見
て
ま
せ
ん
け
ど
・
・
・
・
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
?
」

「
ジ
ュ
ー
ス
を
買
い
に
行
っ
た
き
り
帰
っ
て
来
な
い
の
。
さ
っ
き
か
ら
英
玲
奈
が
携
帯
に
電
話
し
て
る

ん
だ
け
ど
、
全
然
繋
が
ら
な
く
て
・
・
・
・
今
、
み
ん
な
で
探
し
て
る
の
・
・
・
・
・
』

「
そ
、
そ
ん
な
・
・
・
ど
う
し
よ
う
・
・
・
」

　
花
陽
は
、
慌
て
出
す
。
す
る
と
天
井
に
視
線
を
向
け
て
い
た
葉
は

「
ち
ょ
っ
と
、
変
わ
っ
て
く
れ
。」

　
真
剣
な
顔
で
花
陽
に
詰
め
寄
る
。
花
陽
は
、
葉
に
ス
マ
ホ
を
渡
す
と
、

「
お
い
、
聞
こ
え
る
か
?
」

「
え
?
君
は
も
し
か
し
て
さ
っ
き
の
・
・
・
・
・
?
」

「
麻
倉
葉
だ
。
今
は
説
明
し
て
い
る
時
間
は
ね
ぇ
。
ツ
バ
サ
は
オ
イ
ラ
が
助
け
出
す
、
会
場
に
い
る
奴

ら
に
は
な
ん
と
か
誤
魔
化
し
と
い
て
く
れ
。」
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「
え
!?
ち
ょ
っ
と
!?
」

　
葉
は
そ
れ
だ
け
言
う
と
、
一
方
的
に
電
話
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
よ
し
、
行
く
ぞ
!
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
走
り
出
そ
う
と
す
る
。
だ
が

「
ち
ょ
っ
と
!
ど
こ
に
行
く
の
!?
」

　
に
こ
に
腕
を
掴
ま
れ
る
。

「
ア
イ
ツ
を
助
け
に
行
く
ん
だ
!
」

「
助
け
る
っ
て
・
・
・
・
・
一
体
ど
う
言
う
こ
と
よ
!?
」

「
心
配
す
る
な
っ
て
、
何
と
か
な
る
。」

　
葉
は
に
こ
の
腕
を
振
り
ほ
ど
く
、
店
を
出
て
行
く
。

　　　　「
い
、
行
っ
ち
ゃ
ま
し
た
・
・
・
・
・
」

「
本
当
に
何
が
ど
う
な
っ
て
る
の
よ
!?
」

　
状
況
が
理
解
で
き
ず
、
二
人
は
混
乱
す
る
。
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「
ん
?
」

　
す
る
と
に
こ
の
視
線
は
、
奥
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
る
三
人
の
男
た
ち
に
止
ま
る
。

「
!?
」

　
に
こ
は
、
急
い
で
彼
ら
の
元
に
向
か
う
。

「
ち
ょ
っ
と
、
ア
ン
タ
た
ち
!!
」

「『「
???
」』」

　
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
た
の
は
リ
ー
ゼ
ン
ト
の
男
、
ト
ン
ガ
リ
頭
の
少
年
、
黒
人
系
の
少
年
の
三
人

で
あ
っ
た
。

「
お
!
嬢
ち
ゃ
ん
!
ど
う
し
た
ん
だ
?
」

　
慌
て
て
る
に
こ
と
は
反
対
に
三
人
は
の
ん
び
り
と
視
線
を
向
け
る
。

「
実
は
・
・
・
・
・
」

　
に
こ
は
急
い
で
状
況
を
説
明
す
る
。
だ
が

「『「
そ
う
か
（
い
）。」』」

　
事
情
を
話
し
て
も
顔
色
一
つ
変
え
ず
、
呑
気
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
出
す
始
末
。

「
何
で
そ
ん
な
に
落
ち
着
い
て
い
る
の
よ
!!!!
」

　
そ
ん
な
三
人
に
に
こ
は
、
声
を
あ
げ
る
。
だ
が
蓮
は
、
ゆ
っ
く
り
と
口
を
開
く
。

「
や
か
ま
し
い
ぞ
、
女
。
大
体
貴
様
、
一
体
何
者
だ
?
」
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そ
の
言
葉
に
に
こ
は
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
胸
を
張
る
。

　　　　「
に
っ
こ
に
っ
こ
に
ー
!
あ
な
た
の
ハ
ー
ト
に
に
っ
こ
に
っ
こ
に
ー
!
笑
顔
を
届
け
る
矢
澤
に
こ
に

こ
ー
。
に
こ
に
ー
っ
て
覚
え
て
ラ
ブ
ニ
コ
♥
」

　　　　　　　　「
あ
ー
、
あ
の
ロ
ッ
ク
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
!!
」

　
ガ
ク
ッ
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に
こ
は
、
そ
の
場
に
ず
っ
こ
け
る
。

「
違
う
ぜ
。
ほ
ら
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
・
・
・
・
・
・
・
。」

「
あ
れ
は
、
奈
良
岡
に
こ
だ
。」

「
じ
ゃ
あ
・
・
・
・
・
・
・
」

　
三
人
は
、
に
こ
に
視
線
を
戻
す
。

「『「
・
・
・
・
・
・
誰
だ
、
こ
い
つ
?
」』」

　　
チ
ー
ン

　　
に
こ
は
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
、

「（
Ｔ
　
＾
　
Ｔ
）」

　
シ
ク
シ
ク
泣
き
始
め
る
。
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第
十
五
廻
：
翼
と
シ
ャ
ー
マ
ン

　「
あ
ー
!
今
日
も
疲
れ
た
ー
!
」

　
い
つ
も
の
よ
う
に
穂
乃
果
は
生
徒
会
の
仕
事
を
終
え
、
帰
宅
し
て
い
た
。

「
ん
?
・
・
・
・
・
・
あ
れ
っ
て
・
・
・
・
・
」

　
目
の
前
を
誰
か
が
横
切
る
。
見
覚
え
の
あ
る
あ
の
姿
、
頭
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
足
に
木
製
の
便
所
サ
ン

ダ
ル
を
履
い
た
少
年
、
麻
倉
葉
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。」

　
穂
乃
果
は
大
急
ぎ
で
彼
の
後
を
追
い
か
け
た
。

　　　　　「
こ
こ
っ
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
や
っ
て
き
た
の
は
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
古
い
工
場
だ
。
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ご
く
り

　
穂
乃
果
は
オ
ロ
オ
ロ
し
な
が
ら
中
へ
進
ん
で
い
く
。
す
る
と

「
な
ん
だ
、
お
前
は
!?
」

　
い
き
な
り
声
が
し
た
。
物
陰
に
隠
れ
、
こ
っ
そ
り
と
声
の
し
た
方
を
覗
く
と
、
黒
尽
く
め
の
男
た
ち

が
葉
に
絡
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
葉
は
女
性
を
庇
う
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
女
性
に
は
見
覚
え
が
あ
っ

た
。

「
あ
、
あ
れ
っ
て
も
し
か
し
て
Ａ
─
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
の
ツ
バ
サ
さ
ん
!?
な
、
何
で
い
る
の
!?
」

　
穂
乃
果
は
葉
の
傍
に
い
る
女
性
が
、
か
つ
て
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
で
μ
'
ｓ
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
Ａ
─
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
綺
羅
ツ
バ
サ
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。

（
ど
う
し
ょ
う
!?
ど
う
し
ょ
う
!?
）

　
見
る
か
に
ヤ
バ
い
状
況
だ
。
急
い
で
携
帯
を
取
り
出
し
、
警
察
に
電
話
し
ょ
う
と
す
る
穂
乃
果
。
だ

が「
ほ
ん
じ
ゃ
、
行
く
か
!
」

　
葉
は
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
う
。
す
る
と
何
か
が
彼
の
後
ろ
で
光
か
り
だ
し
た
。

「
阿
弥
陀
丸
!
人
魂
モ
ー
ド
!!
」

　
葉
は
右
掌
を
天
高
く
あ
げ
る
と
、
光
が
掌
に
集
ま
っ
て
き
た
。

「
憑
依
合
体
!!
」
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掌
に
集
ま
っ
た
光
の
玉
を
そ
の
ま
ま
体
内
に
入
れ
る
。

　　　　「
や
っ
ち
ま
え
!!!
」

　
そ
の
言
葉
を
合
図
に
男
た
ち
は
葉
に
飛
び
か
か
る
。
だ
が
そ
の
瞬
間
、
葉
の
目
が
光
る
。

　　　　　「
!?
」

　
ま
さ
に
一
瞬
の
出
来
事
だ
っ
た
。
男
た
ち
の
体
は
宙
を
舞
い
、
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
。

「
何
が
起
き
た
の
!?
」

　
影
で
様
子
を
見
て
い
た
穂
乃
果
は
目
を
丸
く
し
、
言
葉
を
失
う
。

「
次
は
オ
ヌ
シ
た
ち
の
番
だ
。
覚
悟
は
良
い
で
ご
ざ
る
か
?
」

88  第十五廻：翼とシャーマン



　
そ
う
言
い
な
が
ら
木
刀
の
先
を
残
り
の
男
た
ち
に
向
け
る
。
い
つ
も
の
ぼ
ー
っ
と
し
た
雰
囲
気
は

成
り
を
潜
め
、
鬼
�
神
の
顔
に
な
っ
て
い
る
少
年
。

「
ど
う
し
た
?
我
が
剣
に
恐
れ
を
な
し
た
か
、
小
僧
ど
も
。」

　
挑
発
す
る
よ
う
な
言
葉
。

「
こ
、
こ
い
つ
!!!
」

　
そ
れ
を
聞
き
、
残
り
の
男
た
ち
は
葉
に
飛
び
か
か
る
。
だ
が

「
ふ
っ
、
殺
し
は
せ
ん
。
オ
ヌ
シ
た
ち
の
よ
う
な
奴
ら
に
我
々
の
同
類
と
な
ら
れ
て
は
か
な
わ
ん
か
ら

な
。」

　
一
瞬
で
彼
ら
を
倒
す
。

　　　　　　「
お
!
起
き
た
の
か
?
」

　
葉
は
翼
に
歩
み
寄
り
、
手
を
差
し
出
す
。
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「
立
て
る
か
?
」

　
翼
は
彼
の
手
を
取
り
、
立
ち
上
が
る
。

「
あ
り
が
と
う
。
そ
れ
よ
り
あ
な
た
一
体
何
者
な
の
・
・
・
・
・
?
も
、
も
し
か
し
て
超
能
力
と
か
・
・
・
・
・

?
」

「
オ
イ
ラ
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
。
あ
の
世
と
こ
の
世
を
結
ぶ
者
。」
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